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「人と人とが ふれあい 支え合い
安全で安心して暮らせる街」

の実現に向けて

現在、私たちのまわりの社会経済環境は、人口減少・少子高齢化・小家族化

の進行、デジタル化の進展、地球温暖化等環境問題の深刻化、自然災害の激甚

化など過去に経験がないスピードで変化しています。また、地球規模での影響

があった新型コロナウイルスの脅威については、経済面だけではなく、身近な

地区での恒例行事がことごとく中止や縮小になるなど地域コミュニティに大き

く暗い影を落とす結果となりました。

神原地区では平成２８年にいち早く「地域づくり計画」を策定しましたが、

社会情勢の変化等を踏まえ、このたび新しい地域づくり計画「神原地区 地域

づくりプラン ～安全で安心して暮らせる街 かみはら～」を策定しました。

この計画は、神原地区が目指す将来像を「人と人がふれあい支え合い安全で

安心して暮らせる街」と掲げ、地区活動を＜健康・福祉の推進＞ ＜安心・安

全の推進＞＜コミュニティ力の強化＞＜環境改善の推進＞＜子どもの完全育成

の推進＞の５つの柱として整理しました。また、地域のデジタル化と行事内容

等の見直しを重点的に取り組んでまいりたいと思います。既成概念を取り払い、

常に新しい観点で見直しを図り、地区の活動がより有意義なものになるように

考えてまいります。

最後になりますが、この計画の策定にあたり、ご意見、ご提案をいただきま

した地区の皆様に心から感謝申し上げます。

令和5年3月 神原地区コミュニティ推進協議会 会長 江嶋 亜企雄
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１ 神原地区の概要

神原地区は宇部市の中心部に位置し、真締川の河口東側流域に沿って南北
㎢に広がっており、面積は1.3 です。

地域内にはＪＲ宇部線や国道190号線、490号線が通り車の往来も激し
く、東側は商業地域、西側には住宅地域が広がっています。また、市役所の
ほか国の機関、郵便局、銀行、スーパー、コンビニ、商店街、医療機関など
生活インフラが充実しています。、利便性の良さからマンション等の集合住
宅が多く建設され、新規の住民が増加する傾向にあります。
神原の名称の起こりは、明治37年(1904年)真締川の左岸に開かれた炭鉱

が、小字名の「上原田」をとって「神原炭鉱」と命名され、それから、神原
小学校、神原公園などの名称が使われるようになりました。

◆ 人口と世帯数

神原地区
世帯 人口 年少(人) 生産年齢（人） 高齢者（人） 高齢化率

（世帯） （人） 14歳以下 15～64歳 65歳以上 （％）

平成25年 3,104 6,012 674 3,558 1,780 29.6
平成30年 3,089 5,795 642 3,207 1,946 33.6
令和 5年 3,002 5,337 529 2,938 1,870 35.0

（各年の１月１日の数値）

◆ 主な課題

１ 当地域は特別大きな災害がなく、災害に対する危機感が希薄で、大き
な災害に襲われたときパニックとなることが懸念されます。防災意識
をさらに高めていく必要があります。

２ 従来から居住している住民とマンション等に居住している新規住民同
士のコミュニケーションが希薄なため、活発で楽しいイベント等で交
流を深めるとともに、地域コミュニティへの積極的な参画が望まれま
す。

３ 子ども達の「地域愛」を育み、地域コミュニティに参画する人材育成
を地域ぐるみで取り組む必要があります。

４ 高齢化も進み、当地域は独居老人も多く、孤立化しないよう、地域で
の高齢者対象事業の充実化が望まれます。



- 2 -

２ 地域の将来像

「人と人とが ふれあい 支え合い 安全で安心して暮らせる街」

神原地区は、商業地域と住宅地域が混在し、宇部市の中心市街地に立地して
います。生活インフラが充実しており、その利便性からマンション等の集合住
宅が多く建設されています。
このような地域特性を鑑み、地域住民が連携し、お互いが支え合って、安全

で安心して暮らせる街づくりを目指します。

３ 地域づくりの５つの柱

（１）健康・福祉の推進
自治会連合会、社会福祉協議会、民生児童委員協議会、老人クラブ

連合会などを中心として、地域住民の健康増進、高齢化問題等につい
て取り組みます。

（２）安心・安全の推進
自治会連合会、自主防災会、防犯連絡所指導員協議会、交通安全推

進委員会、ふれあい運動推進員会などを中心として、交通安全の推進、
防災意識の向上及び災害弱者対策、登下校の見守り、安心・安全な街
づくりの推進等について取り組みます。

（３）コミュニティ力の強化
自治会連合会、文化体育委員協議会、社会教育推進委員会（まちづ

くりサークル）、きらめき工房などを中心として、イベント行事を核と
して、住みよい街づくり、楽しい街づくり、支え合いのできる街づく
り、協力しあえる街づくり等について取り組みます。また、新しい取
り組みとして、地域のデジタル化の推進を図ります。

（４）環境改善の推進
自治会連合会、環境衛生連合会神原支部、地域活動連絡協議会（母

親クラブ）、人権教育推進委員協議会などを中心として、住みよい街へ
の環境改善、きれいでゴミのない街づくり等について取り組みます。

（５）子どもの健全育成の推進
子ども会育成連絡協議会、ふるさと運動部会、母子保健推進員会、

子ども委員会などを中心として、子どもが参画できる地域行事、「地域
の子どもは地域で育てる」という信条の推進等について取り組みます。
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神原地区コミュニティ

神原地区コミュニティ推進協議会 ふれあいセンター

運営連絡協議会
総 会 理 事 会

５ 本 の 柱

部長 池内 部長 石丸 部長 江嶋 部長 松戸 部長 原田

・地域住民の ・交通安全の推進 ・住みよい街づくり ・住みよい街への ・子どもが参画できる

健康増進 ・防災意識の向上 ・楽しい街づくり 環境改善 地域行事づくり

・高齢化問題 及び災害弱者対策 ・支え合いのできる ・ゴミのない ・登下校の見守り

・高齢者の ・安心・安全な街 街づくり 街づくり ・地域の子どもは

孤立化対策 づくりの推進 ・協力しあえる ・きれいで、便利で、 地域で育てる

街づくりの推進 住みよい街づくり という信条

の推進

・自治会連合会 ・自治会連合会 ・自治会連合会 ・自治会連合会 ・子ども会

育成連絡協議会

・社会福祉協議会 ・防犯連絡所 ・文化体育委員 ・環境衛生

指導員協議会 協議会 神原支部 ・ふるさと

・民生児童委員 運動部会

協議会 ・交通安全 ・社会教育 ・地域活動

推進委員会 推進委員会 連絡協議会 ・母子保健

・老人クラブ （まちづくりサークル） （母親クラブ） 推進員会

連合会 ・ふれあい運動

推進委員会 ・きらめき工房 ・人権教育 ・子ども委員会

推進委員会

・自主防災会 ・コミュニティ菜園 ・文化体育委員

・老人クラブ 協議会

・デジタル化会議 連合会

・民生児童委員

・子ども会 協議会

育成連絡協議会
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４ 具体的活動

（１） 健康・福祉の推進

事業名 事業内容 時期 主体
育児・健康相談 健康についての相談 毎月

支援チーム
血圧や他チェック 第３水曜日

健幸教室 ストレッチ体操 毎月 まちづくり

第１・３水曜日 サークル

健康講座 高齢者の健康増進に関する ５月

研修会 老人クラブ連合会

神原老連 高齢者のスポーツ増進を図る ６月

スポーツ大会 老人クラブ連合会

独居老人 ふれあいセンターで75歳以上の １１月、３月

ふれあい昼食会 独居の高齢者対象に昼食会を開 社会福祉協議会

催

高齢者サロン 校区内の集会所等で高齢者サロ 随時

ンを開催 社会福祉協議会等

事業名 事業内容 時期 主体

防災訓練 校区内において防災訓練を実施 年１回 自主防災会

小学校下校時に玄関先等に出て 交通・防犯・老連

見守り活動 見守り 随時 等

小学校での 小学校と地域住民が連携してシ

防災訓練の実施 ェイクアウト訓練等を実施 １０月 自主防災会

防災資機材 ふれあいセンターへ設置の防災 自主防災会

月例点検 資機材の点検 毎月 単自治会

防災研修会 体験・施設見学 年１回 自主防災会

子ども会育成

救急法研修会 消防署による救急法研修会 夏休み前 連絡協議会
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事業名 事業内容 時期 主体
夜間合同 防犯連絡所

防犯パトロール 交番と合同で夜間パトロール 月２回 指導員協議会

青色灯を点灯した 防犯連絡所

青色灯パトロール 自動車でパトロールする（３台） 常時 指導員協議会

交差点など危険個所における交 交通安全

街頭指導 通安全指導 随時 推進委員会

交通安全 春・秋の交通安全運動期間 交通安全

街頭パレード に校区内でパレード 春・秋 推進委員会

小学校等での 小学校での自転車の 交通安全

交通指導支援 乗り方教室等の支援 春（３回） 推進委員会

夕方～夜間に ふれあい運動

街頭補導 繁華街や溜り場で補導 随時 推進員会

ふれあい 活動状況、啓発に関する記事 年２回 ふれあい運動

広報誌の発行 （全戸配布） 推進員会

事業名 事業内容 時期 主体
地域のデジタル化を推進する。

デジタル化事業 地域行事等をHP、SNSで発信、随時 デジタル化会議

役員連絡網のデジタル化
ふれあいセンターで コミュニティ

神原夏まつり 夏まつりを実施 ８月 推進協議会

（行事内容の見直し）

ふれあいセンターで２日間、 コミュニティ

神原文化祭 文化祭を実施 １０月 推進協議会

三世代交流 宇部港を活用し、 文化体育委員

つり大会 三世代交流の魚つり大会を実施 １０月 協議会

新年互例会 校区住民で新年を祝い、 コミュニティ

親睦を深める １月７日 推進協議会

神原ひなまつり ふれあいセンター全館を使い、 コミュニティ

３～４日間ひなまつりを実施 ２月 推進協議会

（まちづくりサークル）
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事業名 事業内容 時期 主体
春・秋のさわやか ウォーキングを中心とした コミュニティ

ウォーキング 親睦づくり ４月・１１月 推進協議会

神原 野菜栽培をとおして、

コミュニティ菜園 地域のコミュニティづくりを 5月～３月下旬 コミュニティ菜園

推進

神原 文化体育委員

ソフトボール大会 レクリエイション（男性） 春 協議会

神原 文化体育委員

バレーボール大会 レクリエイション（女性） 春 協議会

神原 文化体育委員

ソフトバレー大会 レクリエイション 秋 協議会

神原 文化体育委員

ボウリング大会 レクリエイション １月 協議会

神原 文化体育委員

ボッチャ大会 レクリエイション ２月 協議会

まちづくりを目的とした

映画鑑賞会 集いの一環として実施 月１～２回 きらめき工房

校区行事や情報を広く校区住民 コミュニティ

神原だよりの発行 に周知 毎月１日 推進協議会

（配布日の見直し）
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（４） 環境改善の推進

事業名 事業内容 時期 主体
新川まつり、宇部まつりの前に 環境衛生神原支部

校区内一斉清掃 校区内清掃を実施 ４月、１０月 各自治会

ゴミのパトロール 公園や塩田川沿いの

（空き缶回収） ゴミの撤去・回収 年８回 環境衛生神原支部

老人クラブ

社会奉仕活動の日 神原ふれあいセンターの草取り ９月 連合会

公園等あそび場 校区内の公園等の子どもの 地域活動

安全点検 あそび場の安全点検 適時 連絡協議会

（母親クラブ）

神原ふれあいセンターの コミュニティ

花壇の整備 花壇の整備 随時 推進協議会

人権推進大会 校区内の人権意識の推進
６月（学習会）

人権教育

・学習会 １１月（大会） 推進委員協議会

（５） 子どもの健全育成の推進

事業名 事業内容 時期 主体
子どもの健全育成のため、 子ども会育成

ドッチビー大会 ドッチビー大会を開催 ７月 連絡協議会

青少年補導 長期休み前の交番・学校・地域 ７月、１２月、

連絡協議会 の連絡会議 ３月 社会福祉協議会

おもしろ遊びと 小学校低学年を対象として昔遊

工作教室 びを伝承 年に５～６回 ふるさと運動部会

夏休み中、学校教育に無い

チャレンジ教室 ２０講座位を実施 夏休み 子ども委員会

子育てサークル 地区内の子育て支援 不定期 母子保健推進員会


